
JP 6265955 B2 2018.1.24

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定の条件が成立すると演出を開始する演出装置が備えられた遊技機であって、
　前記演出装置は、
　　前記演出装置のベースとなるベース部材と、
　　前記ベース部材に対して第１方向及び前記第１方向とは反対方向となる第２方向に回
転可能に取り付けられた第１回転体と、
　　前記第１回転体に対して、遊技者が視認可能な第１位置と遊技者が視認できない第２
位置との間で回動可能に取り付けられ、所定の装飾が施された装飾体と、
　　前記第１回転体が回転している時に、前記第１位置にある前記装飾体を前記第２位置
に移動させるための第１移動部を有する移動体とを備え、
　前記ベース部材には、前記第１回転体が前記第２方向へ回転すると前記装飾体の位置を
第２位置から第１位置へ移動させる第２移動部を備えたことを特徴とする遊技機。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、遊技盤に演出装置を備えた遊技機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、パチンコ店において遊技者の遊技に供される遊技機が知られている。遊技機



(2) JP 6265955 B2 2018.1.24

10

20

30

40

50

としては、遊技球を遊技媒体として用いるパチンコ機や、メダルを遊技媒体として用いる
スロットマシン等がある。一般に、パチンコ機は、所定の周期で弾発される遊技球が遊技
盤に形成されている遊技領域を流下するように構成されている。この遊技領域を流下した
遊技球は、多くは遊技領域の下部に設けられているアウト口に流入するものの、その一部
は一般入賞口や始動入賞口などの各種入賞口に入賞する。遊技球が一般入賞口に入賞する
と、所定個数の遊技球が賞球として遊技者に払い出される。また、遊技球が始動入賞口に
入賞すると、遊技機が遊技者に有利な大当り状態に移行するか否かの大当り抽選を行い、
この大当り抽選に当選すると、遊技機は遊技者に有利な大当たり状態に移行する。
【０００３】
　このように、遊技機においては、賞球の払い出しや遊技機の状態を大当り状態に移行さ
せることによって遊技の内容に変化を持たせている。また、近年の遊技機では、遊技盤に
形成された遊技領域には演出装置が設けられているものもある。このように、演出装置が
設けられている遊技機では、所定の条件が成立する時、例えば大当り抽選を行っている時
は、液晶表示装置に「７７７」と言うような数字や記号が止まって表示されたり、各種の
数字や記号が流れるように変動表示したりするようになっている。
【０００４】
　また、従来から知られている遊技機では、液晶表示パネルを用いた演出の他に、可動体
を可動させて所定の演出を行うものも存在する。例えば、下記に示す特許文献１では、揺
動又はスライド移動が可能な可動部材を有する可動演出装置を備えており、所定の条件が
成立すると可動部材が図柄表示装置の前に揺動しながら出現したり、スライド移動するよ
うに構成することで、遊技者の興趣を向上させるような演出を行う遊技機が知られている
。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００９－８２３８２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、特許文献１に記載された遊技機は、所定の条件が成立した場合に、図柄
表示装置の前に可動演出装置が出現するという単調な動作しか行うことができないため、
遊技者の興趣を向上させるのには限界があると言った問題があった。特に、特許文献１に
記載された遊技機の場合には、可動部材を揺動させることとスライド移動させることと、
揺動しながらスライド移動することにより遊技者の興趣を向上させる演出を行うことしか
できず、必ずしも遊技者の興趣を向上させることができるとは言い切れないという問題が
あった。
【０００７】
　本発明は、上記した問題点に鑑みてなされたもので、遊技者の興趣をより向上させるこ
とができる遊技機を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、
（１）所定の条件が成立すると演出を開始する演出装置が備えられた遊技機であって、前
記演出装置は、前記演出装置のベースとなるベース部材と、前記ベース部材に対して第１
方向及び前記第１方向とは反対方向となる第２方向に回転可能に取り付けられた第１回転
体と、前記第１回転体に対して、遊技者が視認可能な第１位置と遊技者が視認できない第
２位置との間で回動可能に取り付けられ、所定の装飾が施された装飾体と、前記第１回転
体が回転している時に、前記第１位置にある前記装飾体を前記第２位置に移動させるため
の第１移動部を有する移動体とを備え、前記ベース部材には、前記第１回転体が前記第２
方向へ回転すると前記装飾体の位置を第２位置から第１位置へ移動させる第２移動部を備
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えたことを特徴とする遊技機を要旨とする。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、遊技者の興趣をはるかに向上させる演出を行う遊技機を提供すること
が可能になる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の実施の形態に係る遊技機の正面図である。
【図２】遊技機を構成する遊技盤の正面図である。
【図３】演出装置の表面側からの構成を表す分解斜視図である。
【図４】回転演出部の表面側からの構成を表す分解斜視図である。
【図５】回転駆動部の表面側からの構成を表す分解斜視図である。
【図６】演出装置の裏面側からの構成を表す分解斜視図である。
【図７】回転演出部の裏面側からの構成を表す分解斜視図である。
【図８】回転駆動部の裏面側からの構成を表す分解斜視図である。
【図９】回転演出部における動作を説明する説明図である。
【図１０】回転演出部における動作を説明する説明図である。
【図１１】回転演出部における動作を説明する説明図である。
【図１２】回転演出部における動作を説明する説明図である。
【図１３】回転演出部における動作を説明する説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　本発明に係る遊技機の実施の形態について、図面を用いて具体的に説明する。なお、本
明細書では、本発明に係る遊技機の例としてパチンコ遊技機を用いて説明するが、本発明
はパチンコ遊技機以外の遊技機にも適用することが可能である。また、本明細書において
は、パチンコ遊技機（以下、単に「遊技機」と言う。）及び遊技機を構成する各部材の「
前側」、「後側」、「上側」、「下側」、「左側」及び「右側」は、遊技機を正面から見
た場合における表面側（前面側）、背面側（後面側）、「上側」、「下側」、「左側」及
び「右側」を示すものとする。また、本明細書においては、遊技球が各種入賞口に流入す
ることを「入賞」と言い、遊技球が入賞することによって遊技者に払い出される遊技球の
ことを「賞球」と言う。
【００１２】
［遊技機１の外観構成］
　図１に示すように、遊技機１は、機体の外郭を構成する縦長方形の外枠２を備えている
。この外枠２の開口前面側には、縦長方形の中枠３が着脱自在に組み付けられている。中
枠３は、全体的に合成樹脂材料を用いて形成されており、内部に遊技盤１１等を取付固定
することができるように構成されている。前枠４は、中枠３の前面側に、該前枠４の左側
に設けられたヒンジを中心に中枠３に対して横開きをすることができるように開閉自在に
組み付けられている。前枠４は、ガラス板５を備えており、遊技者が遊技盤１１を視認す
ることができ、かつ遊技盤１１を保護することができるように構成されている。また、前
枠４は、遊技に使用する遊技球を一時的に貯留する上受け皿６と、上受け皿６から溢れ出
て流下した遊技球を貯留する下受け皿７とをガラス板５の下方に備えている。
【００１３】
　遊技機１は、遊技盤１１に向けて遊技球を弾発するための発射装置を内部に備えており
、この発射装置の弾発強さを操作ハンドル８の回動量によって調節することができるよう
に構成されている。また、上受け皿６には、遊技球を貯留する貯留スペースの前側に、遊
技者が遊技中に押圧操作する各種ボタン９が配置されている。また、遊技機１の上部には
音声を出力するためのスピーカ１０が設けられている。
【００１４】
　図２に示すように、遊技盤１１は、アクリルやポリカーボネート等の合成樹脂材料で略
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正方形に形成された平板状の部材である。この遊技盤１１の背面側には、裏ユニット（図
示せず）がビス等によって取付固定されている。遊技盤１１には、センター役物（図示せ
ず）の装飾枠を取り付けるための開口部１２が略中央部に開口形成されている。また、遊
技盤１１の表面には、発射装置で弾発された遊技球を遊技盤１１の上部へ案内する案内レ
ール１３が設けられている。また、遊技盤１１には、案内レール１３により遊技盤１１の
上部に案内された遊技球が遊技盤１１の下部に向けて流下する遊技領域１４が形成されて
いる。
【００１５】
　遊技領域１４には、センター役物を取り付けるための開口部１２が該遊技領域１４の略
中央部に開口形成されている。また、遊技領域１４には、普通入賞装置１５、始動入賞装
置１６、大入賞装置１７等の各種入賞装置が設けられている。また、遊技領域１４には、
多数の誘導釘１８が打たれている。遊技領域１４を流下する遊技球は、誘導釘１８に当た
って流下方向を変化させながら、遊技領域１４の上部から下部に向かって流下する。遊技
領域１４を流下する遊技球の一部は、各種入賞装置に設けられている各種入賞口（図示せ
ず）に入賞する。また、遊技領域１４を流下する遊技球のうち、各種入賞口に入賞しなか
った遊技球は、遊技領域１４の最下部に設けられたアウト口１９に流入する。
【００１６】
　普通入賞装置１５は、遊技領域１４に複数個設けられている。これら普通入賞装置１５
は、普通入賞口（図示せず）を有しており、遊技球が普通入賞口に入賞すると、所定数（
例えば１０個）の賞球を払い出すように構成されている。
【００１７】
　始動入賞装置１６は、装飾枠の下方に配置されている。始動入賞装置１６は、始動入賞
口（図示せず）を有しており、遊技球が始動入賞口に入賞すると、遊技者に不利な通常遊
技状態から遊技者に有利な大当たり遊技状態で遊技を行うか否かを抽選するための大当り
抽選を行うように構成されている。
【００１８】
　大入賞装置１７は、装飾枠の下方であって、遊技領域１４の左右方向中央よりも右側に
配置されている。この大入賞装置１７は、大入賞口（図示せず）を備えている。大入賞装
置１７は、通常遊技状態では遊技球が入賞することはなく、大当り抽選に当選して、遊技
状態が通常遊技状態から大当り遊技状態へ移行した時に遊技球が入賞できるように構成さ
れている。この大入賞装置１７は、大当り遊技状態では、所定個数（例えば１０個）の遊
技球が入賞するか、又は所定時間（例えば３０秒）が経過するまでの間、遊技球が入賞す
るように構成されている。遊技機１は、大入賞口に遊技球が入賞すると、入賞した遊技球
の数に対応した数の賞球を遊技者に払い出す。なお、本実施の形態では、大入賞装置１７
を１個有する遊技機１を用いて説明したが、大入賞装置１７の数はこれに限定されるもの
ではない。
【００１９】
　センター役物は、装飾枠を備えている。装飾枠は、各種の装飾が施されている枠状の部
材であり、遊技盤１１の開口部１２に対して、遊技盤１１の前側から挿入して取付固定さ
れている。図示しない裏ユニットには、図柄表示手段として機能する液晶表示装置及び役
物装置が取付固定されている。液晶表示装置は、遊技中に所定の図柄等を変動表示又は停
止表示すると言うように、遊技の状態や遊技の進行に応じて種々の演出表示を行うための
ものである。この液晶表示装置で表示される図柄等としては、例えば、数字等から構成さ
れる種々の図柄やアニメーション等、各種画像等が挙げられるが、これに限定されるもの
ではない。
【００２０】
　遊技盤１１は、該遊技盤１１に形成された開口部１２が裏ユニットに取付固定された液
晶表示装置の表示画面と同じ位置に位置するように裏ユニットに取付固定されており、液
晶表示装置で表示される図柄等は、遊技盤１１に形成されている開口部１２を介して遊技
者が視認することができるように構成されている。なお、本実施の形態では、図柄表示手
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段の例として液晶表示装置を用いて説明したが、上記した演出表示を行うことができるも
のであれば、液晶表示装置以外のものを任意に選択して用いてもよい。なお、図１及び図
２においては、説明の便宜上、液晶表示装置の記載を省略している。
【００２１】
　図２に示すように、演出装置２１は、裏ユニットにおいて、液晶表示装置の前方側であ
って、通常は上方に位置するように配置されている。また、演出装置２１は、第１のアー
ム部材２２及び第２のアーム部材２３により上下方向に移動することができるように構成
されている。これら第１のアーム部材２２及び第２のアーム部材２３は、一端が演出装置
２１にネジ止め等の各種方法によって取付固定され、他端が裏ユニットに対してネジ止め
等の各種方法によって取付固定されている。なお、本実施の形態では、演出装置２１が遊
技領域１４の上部から上下動するように構成されているが、これに限定されるものではな
い。
【００２２】
　また、第１のアーム部材２２には第１のサブ表示装置２４が取り付けられ、第２のアー
ム部材２３には第２のサブ表示装置２５が取り付けられている。即ち、該演出装置２１を
正面視した場合にこの演出装置２１の左側に位置する第１のアーム部材２２には、遊技者
が視認できるように第１のサブ表示装置２４が取り付けられている。また、該演出装置２
１を正面視した場合にこの演出装置２１の右側に位置する第２のアーム部材２３には、遊
技者が視認できるように第２のサブ表示装置２５が取り付けられている。これら第１のサ
ブ表示装置２４及び第２のサブ表示装置２５は、同じ大きさや形状であってもよいし、異
なっていてもよい。また、これら第１のサブ表示装置２４及び第２のサブ表示装置２５は
、演出装置２１に設けられている後述する表示部３１と連動して所定の映像や図柄等を表
示させるようにしてもよいし、表示部３１とは連動せずに所定の映像や図柄等を表示させ
るようにしてもよい。さらに、本実施の形態では、演出装置２１に加えて第１のサブ表示
装置２４及び第２のサブ表示装置２５が取り付けられているが、これらは全て取り付ける
ことに限定されるものではない。例えば、演出装置２１のみを取り付けて、第１のサブ表
示装置２４及び第２のサブ表示装置２５は取り付けないように構成してもよいし、これ以
外の構成でもよい。
【００２３】
　図３及び図６に示すように、演出装置２１は、表示部３１、回転演出部３２、回転駆動
部３３及び後カバー部３４を備えている。表示部３１は、表示枠３５、表示パネル３６及
び表示基部３７を有している。表示枠３５は、表示パネル３６の表示面３６ａを遊技者が
視認可能となるようにするための表示窓部３８を有しており、この表示窓部３８の外周側
に所定の装飾を施した表示装飾部３９が形成されている。表示枠３５は、例えば任意に選
択した各種の樹脂材料を用いて成形して形成されており、表示装飾部３９に所定の塗料や
メッキなどのような各種装飾を施して形成されている。なお、この表示装飾部３９は、本
実施の形態では表示窓部３８の四方全てを囲むように形成されているが、これに限定され
るものではない。また、表示枠３５は、裏面側に表示パネル３６を取付固定するための表
示パネル固定部４０が形成されている。なお、本実施の形態では、表示パネル固定部４０
は、ネジ止めによって表示パネル３６を取付固定することができるように形成されている
が、これに限定されるものではない。
【００２４】
　表示パネル３６は、前面に表示面３６ａを有する板状の部材である。この表示パネル３
６は、表示面３６ａにおいて所定の映像や画像等を表示することができるように構成され
ている。表示パネル３６には、例えば液晶表示装置等のような、従来から公知の表示パネ
ル３６を任意に選択して用いてよいし、これも液晶表示装置に限定されない。また、表示
パネル３６は、表示枠３５の後側から、表示面３６ａを前側にしながら取付固定すること
ができるように構成されている。即ち、表示パネル３６は、表示枠３５の裏面側に形成さ
れている表示パネル固定部４０において、ネジ止め等によって取付固定されている。なお
、表示パネル３６の表示枠３５への取付固定は、従来から公知の方法で行ってよい。
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【００２５】
　表示基部３７は、表示パネル３６の後側に配置されており、表示枠３５に取り付けられ
た表示パネル３６を後方から支えるように配置されている。この表示基部３７は、表示枠
３５の形状と相似形に形成されており、該表示枠３５に対してネジ止め固定することがで
きるように形成されている。また、表示基部３７は、後方に向けて延出する表示枠回転軸
部４１が延出形成されている。この表示枠回転軸部４１は、後側の先端面に後述する第２
従動ギヤ２１２がネジ止め等の任意な方法で取付固定されるように形成されている。
【００２６】
　詳細は後述するが、表示基部３７の表示枠回転軸部４１は、先端に取付固定されている
第２従動ギヤ２１２を介して第２駆動モータ１８４と連結しており、この第２駆動モータ
１８４の回転駆動によって、表示枠回転軸部４１を回転軸として回転するように構成され
ている。即ち、第２駆動モータ１８４が回転駆動すると、それに伴って表示部３１が回転
するようになっている。
【００２７】
　回転演出部３２は、第１回転体５１、第１移動体５２、第２移動体５３、並びに装飾体
としての第１～第８装飾体５４～６１、及び第１付勢部材６２を備えている。
【００２８】
　図４及び図７に示すように、第１回転体５１は、回転演出部３２のベースになる部材で
あり、中心に表示枠回転軸部４１が挿通可能な大きさに形成された中心軸孔部６４が開口
形成された円板状に形成されている。この第１回転体５１には、第１移動体５２及び第２
移動体５３がネジ止めによって取付固定されている。第１移動体５２は、中心軸孔部６４
を中心として第１回転体５１の前側に位置するように配置されている。また、第２移動体
５３は、中心軸孔部６４を中心として第１回転体５１の後側に位置するように配置されて
いる。即ち、これら第１移動体５２及び第２移動体５３は、第１回転体５１を挟んで対向
する位置に位置するように配置されており、これら第１移動体５２及び第２移動体５３を
ネジ止め固定することによって、第１回転体５１に対して取付固定されている。
【００２９】
　また、この第１回転体５１には、第１～第８装飾体５４～６１がネジ止めによって取り
付けられている。第１～第８装飾体５４～６１は、遊技者が視認可能な第１位置としての
突出位置と、遊技者が視認できない第２位置としての隠れ位置との間で回動可能に取り付
けられており、所定の装飾が施されている。
【００３０】
　第１回転体５１は、上記した通り、中心に表示枠回転軸部４１が挿通可能な大きさに形
成された中心軸孔部６４が開口形成されている。そして、この中心軸孔部６４の周囲に４
つの円弧状の長孔６５ａ～６５ｄが開口形成されている。これら４つの長孔６５ａ～６５
ｄは、第１移動体５２に形成されている固定ピン１１７を挿通させるためのものである。
詳細は後述するが、第１移動体５２に形成されている固定ピン１１７と、第２移動体５３
に形成されているネジ孔は、それぞれが対応する位置に形成されており、第１移動体５２
の固定ピン１１７を４つの長孔６５ａ～６５ｄに挿通し、第２移動体５３に形成されてい
るネジ孔の位置を位置合わせを行い第２移動体５３の側からネジ止めすることで、第１移
動体５２及び第２移動体５３が第１回転体５１に取付固定されるようになっている。なお
、本実施の形態では、円弧状の長孔６５ａ～６５ｄが４つ形成されているが、この長孔６
５ａ～６５ｄの形状及び個数は、これに限定されるものではない。
【００３１】
　また、第１回転体５１には、４つの円弧状の長孔６５ａ～６５ｄが開口形成されている
円周状に、図中ｘ方向に向けて突出する突出ピン６６が形成されている。この突出ピン６
６は、後述する第１付勢部材６２の一端を取り付けるためのものである。突出ピン６６は
、ｘ方向に突出した後にｚ方向に向けて屈曲するＬ字形に形成されており、第１付勢部材
６２を取り付けると、その第１付勢部材６２の一端が外れないようになっている。
【００３２】
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　さらに、第１回転体５１には、長孔６５ａ～６５ｄよりも外周側に、第１～第８装飾体
５４～６１を取り付けるための第１～第８装飾体取付部７１～７８が形成されている。こ
れら第１～第８装飾体取付部７１～７８のうち、第１～第４装飾体取付部７１～７４は第
１回転体５１の表面側に形成されており、第５～第８装飾体取付部７５～７８は第１回転
体５１の裏面側に形成されている。
【００３３】
　第１装飾体取付部７１は、第１回転体５１の表面側から裏面側に向かって形成された第
１穴部８１が形成されている。この第１穴部８１は、該第１穴部８１の中心に第１嵌合部
８２が形成されており、後述する第１装飾体５４の第１被嵌合部１３２に挿入することが
できるように構成されている。また、この第１穴部８１は、該第１穴部８１の深さを確保
するために、裏面側に突出するように形成されている。即ち、第１回転体５１の裏面側か
ら見ると、第１装飾体取付部７１が形成されている箇所には、第１装飾体取付部７１を形
成したことによる第１突出部８３が形成されている。この第１突出部８３を形成すること
により、第１装飾体取付部７１を形成するための穴をより深く形成することができる。
【００３４】
　また、第１装飾体取付部７１には、第１装飾体５４の移動を規制する第１規制用長孔８
４が形成されている。この第１規制用長孔８４は、第１穴部８１の周囲に、所定の長さを
有する円弧状に形成されている。第１規制用長孔８４は、第１装飾体５４が、遊技者が第
１装飾体５４を視認可能な第１位置としての突出位置と、遊技者が第１装飾体５４を視認
できない第２位置としての隠れ位置との間で移動する際の、移動可能な位置を規制するた
めのものである。即ち、この第１規制用長孔８４は、隠れ位置に位置している第１装飾体
５４が移動を開始したら、突出位置において該第１装飾体５４の移動を規制し、逆に突出
位置に位置する第１装飾体５４が移動を開始したら、隠れ位置において該第１装飾体５４
の移動を規制するようになっている。
【００３５】
　第２装飾体取付部７２は、第１回転体５１の表面側から裏面側に向かって形成された第
２穴部８５が形成されている。この第２穴部８５は、該第２穴部８５の中心に第２嵌合部
８６が形成されており、後述する第２装飾体５５の第２被嵌合部１３７に挿入することが
できるように構成されている。また、この第２穴部８５は、該第２穴部８５の深さを確保
するために、裏面側に突出するように形成されている。即ち、第１回転体５１の裏面側か
ら見ると、第２装飾体取付部７２が形成されている箇所には、第２装飾体取付部７２を形
成したことによる第２突出部８７が形成されている。この第２突出部８７を形成すること
により、第２装飾体取付部７２を形成するための穴をより深く形成することができる。
【００３６】
　また、第２装飾体取付部７２には、第２装飾体５５の移動を規制する第２規制用長孔８
８が形成されている。この第２規制用長孔８８は、第２穴部８５の周囲に、所定の長さを
有する円弧状に形成されている。第２規制用長孔８８は、第２装飾体５５が、遊技者が第
２装飾体５５を視認可能な第１位置としての突出位置と、遊技者が第２装飾体５５を視認
できない第２位置としての隠れ位置との間で移動する際の、移動可能な位置を規制するた
めのものである。即ち、この第２規制用長孔８８は、隠れ位置に位置している第２装飾体
５５が移動を開始したら、突出位置において該第２装飾体５５の移動を規制し、逆に突出
位置に位置する第２装飾体５５が移動を開始したら、隠れ位置において該第２装飾体５５
の移動を規制するようになっている。
【００３７】
　第３装飾体取付部７３は、第１回転体５１の表面側から裏面側に向かって形成された第
３穴部８９が形成されている。この第３穴部８９は、該第３穴部８９の中心に第３嵌合部
９０が形成されており、後述する第３装飾体５６の第３被嵌合部１４２に挿入することが
できるように構成されている。また、この第３穴部８９は、該第３穴部８９の深さを確保
するために、裏面側に突出するように形成されている。即ち、第１回転体５１の裏面側か
ら見ると、第３装飾体取付部７３が形成されている箇所には、第３装飾体取付部７３を形
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成したことによる第３突出部９１が形成されている。この第３突出部９１を形成すること
により、第３装飾体取付部７３を形成するための穴をより深く形成することができる。
【００３８】
　また、第３装飾体取付部７３には、第３装飾体５６の移動を規制する第３規制用長孔９
２が形成されている。この第３規制用長孔９２は、第３穴部８９の周囲に、所定の長さを
有する円弧状に形成されている。第３規制用長孔９２は、第３装飾体５６が、遊技者が第
３装飾体５６を視認可能な第１位置としての突出位置と、遊技者が第３装飾体５６を視認
できない第２位置としての隠れ位置との間で移動する際の、移動可能な位置を規制するた
めのものである。即ち、この第３規制用長孔９２は、隠れ位置に位置している第３装飾体
５６が移動を開始したら、突出位置において該第３装飾体５６の移動を規制し、逆に突出
位置に位置する第３装飾体５６が移動を開始したら、隠れ位置において該第３装飾体５６
の移動を規制するようになっている。
【００３９】
　第４装飾体取付部７４は、第１回転体５１の表面側から裏面側に向かって形成された第
４穴部９３が形成されている。この第４穴部９３は、該第４穴部９３の中心に第４嵌合部
９４が形成されており、後述する第４装飾体５７の第４被嵌合部１４７に挿入することが
できるように構成されている。また、この第４穴部９３は、該第４穴部９３の深さを確保
するために、裏面側に突出するように形成されている。即ち、第１回転体５１の裏面側か
ら見ると、第４装飾体取付部７４が形成されている箇所には、第４装飾体取付部７４を形
成したことによる第４突出部９５が形成されている。この第４突出部９５を形成すること
により、第４装飾体取付部７４を形成するための穴をより深く形成することができる。
【００４０】
　また、第４装飾体取付部７４には、第４装飾体５７の移動を規制する第４規制用長孔９
６が形成されている。この第４規制用長孔９６は、第４穴部９３の周囲に、所定の長さを
有する円弧状に形成されている。第４規制用長孔９６は、第４装飾体５７が、遊技者が第
４装飾体５７を視認可能な第１位置としての突出位置と、遊技者が第４装飾体５７を視認
できない第２位置としての隠れ位置との間で移動する際の、移動可能な位置を規制するた
めのものである。即ち、この第４規制用長孔９６は、隠れ位置に位置している第４装飾体
５７が移動を開始したら、突出位置において該第４装飾体５７の移動を規制し、逆に突出
位置に位置する第４装飾体５７が移動を開始したら、隠れ位置において該第４装飾体５７
の移動を規制するようになっている。
【００４１】
　第５装飾体取付部７５は、第１回転体５１の裏面側から表面側に向かって形成された第
５穴部９７が形成されている。この第５穴部９７は、該第５穴部９７の中心に第５嵌合部
９８が形成されており、後述する第５装飾体５８の第５被嵌合部１５２に挿入することが
できるように構成されている。また、この第５穴部９７は、該第５穴部９７の深さを確保
するために、表面側に突出するように形成されている。即ち、第１回転体５１の表面側か
ら見ると、第５装飾体取付部７５が形成されている箇所には、第５装飾体取付部７５を形
成したことによる第５突出部９９が形成されている。この第５突出部９９を形成すること
により、第５装飾体取付部７５を形成するための穴をより深く形成することができる。
【００４２】
　また、第５装飾体取付部７５には、第５装飾体５８の移動を規制する第５規制用長孔１
００が形成されている。この第５規制用長孔１００は、第５穴部９７の周囲に、所定の長
さを有する円弧状に形成されている。第５規制用長孔１００は、第５装飾体５８が、遊技
者が第５装飾体５８を視認可能な第１位置としての突出位置と、遊技者が第５装飾体５８
を視認できない第２位置としての隠れ位置との間で移動する際の、移動可能な位置を規制
するためのものである。即ち、この第５規制用長孔１００は、隠れ位置に位置している第
５装飾体５８が移動を開始したら、突出位置において該第５装飾体５８の移動を規制し、
逆に突出位置に位置する第５装飾体５８が移動を開始したら、隠れ位置において該第５装
飾体５８の移動を規制するようになっている。
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【００４３】
　第６装飾体取付部７６は、第１回転体５１の裏面側から表面側に向かって形成された第
６穴部１０１が形成されている。この第６穴部１０１は、該第６穴部１０１の中心に第６
嵌合部１０２が形成されており、後述する第６装飾体５９の第６被嵌合部１５７に挿入す
ることができるように構成されている。また、この第６穴部１０１は、該第６穴部１０１
の深さを確保するために、表面側に突出するように形成されている。即ち、第１回転体５
１の表面側から見ると、第６装飾体取付部７６が形成されている箇所には、第６装飾体取
付部７６を形成したことによる第６突出部１０３が形成されている。この第６突出部１０
３を形成することにより、第６装飾体取付部７６を形成するための穴をより深く形成する
ことができる。
【００４４】
　また、第６装飾体取付部７６には、第６装飾体５９の移動を規制する第６規制用長孔１
０４が形成されている。この第６規制用長孔１０４は、第６穴部１０１の周囲に、所定の
長さを有する円弧状に形成されている。第６規制用長孔１０４は、第６装飾体５９が、遊
技者が第６装飾体５９を視認可能な第１位置としての突出位置と、遊技者が第６装飾体５
９を視認できない第２位置としての隠れ位置との間で移動する際の、移動可能な位置を規
制するためのものである。即ち、この第６規制用長孔１０４は、隠れ位置に位置している
第６装飾体５９が移動を開始したら、突出位置において該第６装飾体５９の移動を規制し
、逆に突出位置に位置する第６装飾体５９が移動を開始したら、隠れ位置において該第６
装飾体５９の移動を規制するようになっている。
【００４５】
　第７装飾体取付部７７は、第１回転体５１の裏面側から表面側に向かって形成された第
７穴部１０５が形成されている。この第７穴部１０５は、該第７穴部１０５の中心に第７
嵌合部１０６が形成されており、後述する第７装飾体６０の第７被嵌合部１６２に挿入す
ることができるように構成されている。また、この第７穴部１０５は、該第７穴部１０５
の深さを確保するために、表面側に突出するように形成されている。即ち、第１回転体５
１の表面側から見ると、第７装飾体取付部７７が形成されている箇所には、第７装飾体取
付部７７を形成したことによる第７突出部１０７が形成されている。この第７突出部１０
７を形成することにより、第７装飾体取付部７７を形成するための穴をより深く形成する
ことができる。
【００４６】
　また、第７装飾体取付部７７には、第７装飾体６０の移動を規制する第７規制用長孔１
０８が形成されている。この第７規制用長孔１０８は、第７穴部１０５の周囲に、所定の
長さを有する円弧状に形成されている。第７規制用長孔１０８は、第７装飾体６０が、遊
技者が第７装飾体６０を視認可能な第１位置としての突出位置と、遊技者が第７装飾体６
０を視認できない第２位置としての隠れ位置との間で移動する際の、移動可能な位置を規
制するためのものである。即ち、この第７規制用長孔１０８は、隠れ位置に位置している
第７装飾体６０が移動を開始したら、突出位置において該第７装飾体６０の移動を規制し
、逆に突出位置に位置する第７装飾体６０が移動を開始したら、隠れ位置において該第７
装飾体６０の移動を規制するようになっている。
【００４７】
　第８装飾体取付部７８は、第１回転体５１の裏面側から表面側に向かって形成された第
８穴部１０９が形成されている。この第８穴部１０９は、該第８穴部１０９の中心に第８
嵌合部１１０が形成されており、後述する第８装飾体６１の第８被嵌合部１６７に挿入す
ることができるように構成されている。また、この第８穴部１０９は、該第８穴部１０９
の深さを確保するために、表面側に突出するように形成されている。即ち、第１回転体５
１の表面側から見ると、第８装飾体取付部７８が形成されている箇所には、第８装飾体取
付部７８を形成したことによる第８突出部１１１が形成されている。この第８突出部１１
１を形成することにより、第８装飾体取付部７８を形成するための穴をより深く形成する
ことができる。
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【００４８】
　また、第８装飾体取付部７８には、第８装飾体６１の移動を規制する第８規制用長孔１
１２が形成されている。この第８規制用長孔１１２は、第８穴部１０９の周囲に、所定の
長さを有する円弧状に形成されている。第８規制用長孔１１２は、第８装飾体６１が、遊
技者が第８装飾体６１を視認可能な第１位置としての突出位置と、遊技者が第８装飾体６
１を視認できない第２位置としての隠れ位置との間で移動する際の、移動可能な位置を規
制するためのものである。即ち、この第８規制用長孔１１２は、隠れ位置に位置している
第８装飾体６１が移動を開始したら、突出位置において該第８装飾体６１の移動を規制し
、逆に突出位置に位置する第８装飾体６１が移動を開始したら、隠れ位置において該第８
装飾体６１の移動を規制するようになっている。
【００４９】
　第１移動体５２は、第１回転体５１の表面側に取付固定される。この第１移動体５２は
、第１回転体５１の裏面側に取付固定される第２移動体５３とネジ止め固定することによ
って、第１回転体５１を挟む形で、第１回転体５１に対して取付固定される。
【００５０】
　この第１移動体５２は、中心に表示枠回転軸部４１が挿通可能な大きさに形成された第
１軸通孔１１４が開口形成された円板状の部材であり、外周縁には、山部と溝部が交互に
形成された歯車状の第１ギヤ部１１５を備えた部材として形成されている。また、第１移
動体５２の裏面側には、第１移動体５２を第１回転体５１に取り付ける時に、第１回転体
５１に対する位置決めを行うための第１位置決めリブ１１６が、第１移動体５２の裏面側
から図中ｘ方向に向けて突出するように形成されている。また、この第１移動体５２には
、第２移動体５３と取付固定される際に使用する固定ピン１１７がｘ方向に突出するよう
に形成されている。
【００５１】
　第２移動体５３は、円板状に形成された部材の外周縁に山部と溝部が交互に形成された
歯車状の第２ギヤ部１１８を備えた部材であり、その裏面側には、ｘ方向に向けて突出す
るように形成された筒状部１１９が形成されている。第２移動体５３においては、この第
２ギヤ部１１８の中心と筒状部１１９の中心とが一致するように形成されている。また、
第２移動体５３には、中心に、表示枠回転軸部４１が挿通可能な大きさに形成された第２
軸通孔１２０が開口形成されている。この第２軸通孔１２０は、筒状部１１９の内部空間
１２１と連通している。なお、本実施の形態では、第２軸通孔１２０の孔径と筒状部１１
９の内径とは、筒状部１１９の内径の方が大径となるように形成しているが、これは表示
枠回転軸部４１を挿通させることができれば、第２軸通孔１２０の孔径と筒状部１１９の
内径は同じであってもよいし、第２軸通孔１２０の孔径の方が大径であってもよい。
【００５２】
　また、第２移動体５３は、筒状部１１９よりも径方向外周側に、突出ピン６６と干渉す
るのを防止する干渉防止孔１２２が開口形成されている。この干渉防止孔１２２は、第２
移動体５３が第１回転体５１に取付固定された時に第１移動体５２の突出ピン６６が孔内
を挿通する位置に開口形成されている。なお、本実施の形態では、干渉防止孔１２２は、
長孔形状に形成されているが、この形状は長孔形状に限定されるものではない。
【００５３】
　第１～第４装飾体５７は、第１回転体５１の前側に回動自在に取付固定されている。ま
た、第５～第８装飾体６１は、第１回転体５１の後側に回動自在に取付固定されている。
【００５４】
　第１装飾体５４は、第１装飾部１３１、第１被嵌合部１３２、第１伝達部１３３、及び
第１逃げ部１３４を備えている。また、第１装飾体５４は、略Ｌ字形状に形成されており
、基端側の一端部に第１伝達部１３３が形成され、一端部から延びて屈曲した先にある先
端側の他端部に第１装飾部１３１が形成されている。第１装飾部１３１は、表面側に所定
の装飾を施しており、遊技者の興趣を大きく向上できるような絵柄や形状が形成されてい
る。例えば、本実施の形態では、第１装飾部１３１には、トラやライオンの形状が形成さ
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れており、トラやライオンの絵柄等が施されている。なお、第１装飾体５４の形状や絵柄
は、これに限定されるものではなく、これら以外の形状や絵柄であってもよい。
【００５５】
　第１被嵌合部１３２は、第１装飾体５４を第１回転体５１の第１装飾体取付部７１に回
動可能に取り付けるためのものである。この第１被嵌合部１３２は、第１装飾体５４の裏
面側からｘ方向に向けて突出形成されるとともに、その内部に、第１回転体５１の第１装
飾体取付部７１に形成された第１嵌合部８２の外径よりも孔径が若干大径となるように形
成された第１嵌合孔１３５が貫通形成されている。第１装飾体５４は、第１嵌合孔１３５
が第１嵌合部８２と嵌合することにより第１回転体５１に取り付けられ、さらにネジ止め
固定することによって、第１回転体５１から外れないように構成されている。
【００５６】
　第１伝達部１３３は、第１被嵌合部１３２の周囲に形成されている。この第１伝達部１
３３は、山部と溝部が交互に形成されたギヤ状に形成されており、第１移動体５２の第１
ギヤ部１１５と噛み合うことができるように形成されている。即ち、第１装飾体５４は、
第１回転体５１に取付固定されると、該第１回転体５１に取り付けられている第１移動体
５２の第１ギヤ部１１５と第１伝達部１３３とが噛み合うようになり、第１移動体５２が
回転移動すると、それに伴って第１ギヤ部１１５を介して第１伝達部１３３に回転駆動力
が伝達され、第１被嵌合部１３２を中心にして回動するようになっている。
【００５７】
　第１逃げ部１３４は、第１被嵌合部１３２と第１装飾部１３１との間に位置するように
形成されている。この第１逃げ部１３４は、切欠き状に形成されており、第１装飾体５４
が隠れ位置に位置する時に、第８突出部１１１と干渉するのを防止することができるよう
に形成されている。
【００５８】
　第２装飾体５５は、第２装飾部１３６、第２被嵌合部１３７、第２伝達部１３８、及び
第２逃げ部１３９を備えている。また、第２装飾体５５は、略Ｌ字形状に形成されており
、基端側の一端部に第２伝達部１３８が形成され、一端部から延びて屈曲した先にある先
端側の他端部に第２装飾部１３６が形成されている。第２装飾部１３６は、表面側に所定
の装飾を施しており、遊技者の興趣を大きく向上できるような絵柄や形状が形成されてい
る。例えば、本実施の形態では、第２装飾部１３６には、象の形状が形成されており、象
の絵柄等が施されている。なお、第２装飾体５５の形状や絵柄は、これに限定されるもの
ではなく、これら以外の形状や絵柄であってもよい。
【００５９】
　第２被嵌合部１３７は、第２装飾体５５を第１回転体５１の第２装飾体取付部７２に回
動可能に取り付けるためのものである。この第２被嵌合部１３７は、第２装飾体５５の裏
面側からｘ方向に向けて突出形成されるとともに、その内部に、第１回転体５１の第２装
飾体取付部７２に形成された第２嵌合部８６の外径よりも孔径が若干大径となるように形
成された第２嵌合孔１４０が貫通形成されている。第２装飾体５５は、第２嵌合孔１４０
が第２嵌合部８６と嵌合することにより第１回転体５１に取り付けられ、さらにネジ止め
固定することによって、第１回転体５１から外れないように構成されている。
【００６０】
　第２伝達部１３８は、第２被嵌合部１３７の周囲に形成されている。この第２伝達部１
３８は、山部と溝部が交互に形成されたギヤ状に形成されており、第１移動体５２の第１
ギヤ部１１５と噛み合うことができるように形成されている。即ち、第２装飾体５５は、
第１回転体５１に取付固定されると、該第１回転体５１に取り付けられている第１移動体
５２の第１ギヤ部１１５と第２伝達部１３８とが噛み合うようになり、第１移動体５２が
回転移動すると、それに伴って第２ギヤ部１１８を介して第２伝達部１３８に回転駆動力
が伝達され、第１被嵌合部１３２を中心にして回動するようになっている。
【００６１】
　第２逃げ部１３９は、第２被嵌合部１３７と第２装飾部１３６との間に位置するように
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形成されている。この第２逃げ部１３９は、切欠き状に形成されており、第２装飾体５５
が隠れ位置に位置する時に、第６突出部１０３と干渉するのを防止することができるよう
に形成されている。
【００６２】
　第３装飾体５６は、第３装飾部１４１、第３被嵌合部１４２、第３伝達部１４３、及び
第３逃げ部１４４を備えている。また、第３装飾体５６は、略Ｌ字形状に形成されており
、基端側の一端部に第３伝達部１４３が形成され、一端部から延びて屈曲した先にある先
端側の他端部に第３装飾部１４１が形成されている。第３装飾部１４１は、表面側に所定
の装飾を施しており、遊技者の興趣を大きく向上できるような絵柄や形状が形成されてい
る。例えば、本実施の形態では、第３装飾部１４１には、ゴリラの形状が形成されており
、ゴリラの絵柄等が施されている。なお、第３装飾体５６の形状や絵柄は、これに限定さ
れるものではなく、これら以外の形状や絵柄であってもよい。
【００６３】
　第３被嵌合部１４２は、第３装飾体５６を第１回転体５１の第３装飾体取付部７３に回
動可能に取り付けるためのものである。この第３被嵌合部１４２は、第３装飾体５６の裏
面側からｘ方向に向けて突出形成されるとともに、その内部に、第１回転体５１の第３装
飾体取付部７３に形成された第３嵌合部９０の外径よりも孔径が若干大径となるように形
成された第３嵌合孔１４５が貫通形成されている。第３装飾体５６は、第３嵌合孔１４５
が第３嵌合部９０と嵌合することにより第１回転体５１に取り付けられ、さらにネジ止め
固定することによって、第１回転体５１から外れないように構成されている。
【００６４】
　第３伝達部１４３は、第３被嵌合部１４２の周囲に形成されている。この第３伝達部１
４３は、山部と溝部が交互に形成されたギヤ状に形成されており、第１移動体５２の第１
ギヤ部１１５と噛み合うことができるように形成されている。即ち、第３装飾体５６は、
第１回転体５１に取付固定されると、該第１回転体５１に取り付けられている第１移動体
５２の第１ギヤ部１１５と第３伝達部１４３とが噛み合うようになり、第１移動体５２が
回転移動すると、それに伴って第１ギヤ部１１５を介して第３伝達部１４３に回転駆動力
が伝達され、第３被嵌合部１４２を中心にして回動するようになっている。
【００６５】
　第３逃げ部１４４は、第３被嵌合部１４２と第３装飾部１４１との間に位置するように
形成されている。この第３逃げ部１４４は、切欠き状に形成されており、第３装飾体５６
が隠れ位置に位置する時に、第７突出部１０７と干渉するのを防止することができるよう
に形成されている。
【００６６】
　第４装飾体５７は、第４装飾部１４６、第４被嵌合部１４７、第４伝達部１４８、及び
第４逃げ部１４９を備えている。また、第４装飾体５７は、略Ｌ字形状に形成されており
、基端側の一端部に第４伝達部１４８が形成され、一端部から延びて屈曲した先にある先
端側の他端部に第４装飾部１４６が形成されている。第４装飾部１４６は、表面側に所定
の装飾を施しており、遊技者の興趣を大きく向上できるような絵柄や形状が形成されてい
る。例えば、本実施の形態では、第４装飾部１４６には、ヒョウの形状が形成されており
、ヒョウの絵柄等が施されている。なお、第４装飾体５７の形状や絵柄は、これに限定さ
れるものではなく、これら以外の形状や絵柄であってもよい。
【００６７】
　第４被嵌合部１４７は、第４装飾体５７を第１回転体５１の第４装飾体取付部７４に回
動可能に取り付けるためのものである。この第４被嵌合部１４７は、第４装飾体５７の裏
面側からｘ方向に向けて突出形成されるとともに、その内部に、第１回転体５１の第４装
飾体取付部７４に形成された第４嵌合部９４の外径よりも孔径が若干大径となるように形
成された第４嵌合孔１５０が貫通形成されている。第４装飾体５７は、第４嵌合孔１５０
が第４嵌合部９４と嵌合することにより第１回転体５１に取り付けられ、さらにネジ止め
固定することによって、第１回転体５１から外れないように構成されている。
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【００６８】
　第４伝達部１４８は、第４被嵌合部１４７の周囲に形成されている。この第４伝達部１
４８は、山部と溝部が交互に形成されたギヤ状に形成されており、第１移動体５２の第１
ギヤ部１１５と噛み合うことができるように形成されている。即ち、第４装飾体５７は、
第１回転体５１に取付固定されると、該第１回転体５１に取り付けられている第４移動体
の第１ギヤ部１１５と第４伝達部１４８とが噛み合うようになり、第１移動体５２が回転
移動すると、それに伴って第１ギヤ部１１５を介して第４伝達部１４８に回転駆動力が伝
達され、第４被嵌合部１４７を中心にして回動するようになっている。
【００６９】
　第４逃げ部１４９は、第４被嵌合部１４７と第４装飾部１４６との間に位置するように
形成されている。この第４逃げ部１４９は、切欠き状に形成されており、第４装飾体５７
が隠れ位置に位置する時に、第５突出部９９と干渉するのを防止することができるように
形成されている。
【００７０】
　第５装飾体５８は、第５装飾部１５１、第５被嵌合部１５２、第５伝達部１５３、及び
第５逃げ部１５４を備えている。また、第５装飾体５８は、略Ｌ字形状に形成されており
、基端側の一端部に第５伝達部１５３が形成され、一端部から延びて屈曲した先にある先
端側の他端部に第５装飾部１５１が形成されている。第５装飾部１５１は、表面側に所定
の装飾を施しており、遊技者の興趣を大きく向上できるような絵柄や形状が形成されてい
る。例えば、本実施の形態では、第５装飾部１５１には、シマウマの形状が形成されてお
り、シマウマの絵柄等が施されている。なお、第５装飾体５８の形状や絵柄は、これに限
定されるものではなく、これら以外の形状や絵柄であってもよい。
【００７１】
　第５被嵌合部１５２は、第５装飾体５８を第１回転体５１の第５装飾体取付部７５に回
動可能に取り付けるためのものである。この第５被嵌合部１５２は、第５装飾体５８の表
面側からｙ方向に向けて突出形成されるとともに、その内部に、第１回転体５１の第５装
飾体取付部７５に形成された第５嵌合部９８の外径よりも孔径が若干大径となるように形
成された第５嵌合孔１５５が貫通形成されている。第５装飾体５８は、第５嵌合孔１５５
が第５嵌合部９８と嵌合することにより第１回転体５１に取り付けられ、さらにネジ止め
固定することによって、第１回転体５１から外れないように構成されている。
【００７２】
　第５伝達部１５３は、第５被嵌合部１５２の周囲に形成されている。この第５伝達部１
５３は、山部と溝部が交互に形成されたギヤ状に形成されており、第２移動体５３の第２
ギヤ部１１８と噛み合うことができるように形成されている。即ち、第５装飾体５８は、
第１回転体５１に取付固定されると、該第１回転体５１に取り付けられている第５移動体
の第２ギヤ部１１８と第５伝達部１５３とが噛み合うようになり、第５移動体が回転移動
すると、それに伴って第２ギヤ部１１８を介して第５伝達部１５３に回転駆動力が伝達さ
れ、第５被嵌合部１５２を中心にして回動するようになっている。
【００７３】
　第５逃げ部１５４は、第５被嵌合部１５２と第５装飾部１５１との間に位置するように
形成されている。この第５逃げ部１５４は、切欠き状に形成されており、第５装飾体５８
が隠れ位置に位置する時に、第５突出部９９と干渉するのを防止することができるように
形成されている。
【００７４】
　第６装飾体５９は、第６装飾部１５６、第６被嵌合部１５７、第６伝達部１５８、及び
第６逃げ部１５９を備えている。また、第６装飾体５９は、略Ｌ字形状に形成されており
、基端側の一端部に第６伝達部１５８が形成され、一端部から延びて屈曲した先にある先
端側の他端部に第６装飾部１５６が形成されている。第６装飾部１５６は、表面側に所定
の装飾を施しており、遊技者の興趣を大きく向上できるような絵柄や形状が形成されてい
る。例えば、本実施の形態では、第６装飾部１５６には、水牛の形状が形成されており、
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水牛の絵柄等が施されている。なお、第６装飾体５９の形状や絵柄は、これに限定される
ものではなく、これら以外の形状や絵柄であってもよい。
【００７５】
　第６被嵌合部１５７は、第６装飾体５９を第１回転体５１の第６装飾体取付部７６に回
動可能に取り付けるためのものである。この第６被嵌合部１５７は、第６装飾体５９の表
面側からｙ方向に向けて突出形成されるとともに、その内部に、第１回転体５１の第６装
飾体取付部７６に形成された第６嵌合部１０２の外径よりも孔径が若干大径となるように
形成された第６嵌合孔１６０が貫通形成されている。第６装飾体５９は、第６嵌合孔１６
０が第６嵌合部１０２と嵌合することにより第１回転体５１に取り付けられ、さらにネジ
止め固定することによって、第１回転体５１から外れないように構成されている。
【００７６】
　第６伝達部１５８は、第６被嵌合部１５７の周囲に形成されている。この第６伝達部１
５８は、山部と溝部が交互に形成されたギヤ状に形成されており、第２移動体５３の第２
ギヤ部１１８と噛み合うことができるように形成されている。即ち、第６装飾体５９は、
第１回転体５１に取付固定されると、該第１回転体５１に取り付けられている第２移動体
５３の第２ギヤ部１１８と第６伝達部１５８とが噛み合うようになり、第２移動体５３が
回転移動すると、それに伴って第２ギヤ部１１８を介して第６伝達部１５８に回転駆動力
が伝達され、第６被嵌合部１５７を中心にして回動するようになっている。
【００７７】
　第６逃げ部１５９は、第６被嵌合部１５７と第６装飾部１５６との間に位置するように
形成されている。この第６逃げ部１５９は、切欠き状に形成されており、第３装飾体５６
が隠れ位置に位置する時に、第６突出部１０３と干渉するのを防止することができるよう
に形成されている。
【００７８】
　第７装飾体６０は、第７装飾部１６１、第７被嵌合部１６２、第７伝達部１６３、及び
第７逃げ部１６４を備えている。また、第７装飾体６０は、略Ｌ字形状に形成されており
、基端側の一端部に第７伝達部１６３が形成され、一端部から延びて屈曲した先にある先
端側の他端部に第７装飾部１６１が形成されている。第７装飾部１６１は、表面側に所定
の装飾を施しており、遊技者の興趣を大きく向上できるような絵柄や形状が形成されてい
る。例えば、本実施の形態では、第７装飾部１６１には、カバの形状が形成されており、
カバの絵柄等が施されている。なお、第７装飾体６０の形状や絵柄は、これに限定される
ものではなく、これら以外の形状や絵柄であってもよい。
【００７９】
　第７被嵌合部１６２は、第７装飾体６０を第１回転体５１の第７装飾体取付部７７に回
動可能に取り付けるためのものである。この第７被嵌合部１６２は、第７装飾体６０の表
面側からｙ方向に向けて突出形成されるとともに、その内部に、第１回転体５１の第７装
飾体取付部７７に形成された第７嵌合部１０６の外径よりも孔径が若干大径となるように
形成された第７嵌合孔１６５ａ～６５ｄが貫通形成されている。第７装飾体６０は、第７
嵌合孔１６５ａ～６５ｄが第７嵌合部１０６と嵌合することにより第１回転体５１に取り
付けられ、さらにネジ止め固定することによって、第１回転体５１から外れないように構
成されている。
【００８０】
　第７伝達部１６３は、第７被嵌合部１６２の周囲に形成されている。この第７伝達部１
６３は、山部と溝部が交互に形成されたギヤ状に形成されており、第２移動体５３の第２
ギヤ部１１８と噛み合うことができるように形成されている。即ち、第７装飾体６０は、
第１回転体５１に取付固定されると、該第１回転体５１に取り付けられている第２移動体
５３の第２ギヤ部１１８と第７伝達部１６３とが噛み合うようになり、第２移動体５３が
回転移動すると、それに伴って第２ギヤ部１１８を介して第７伝達部１６３に回転駆動力
が伝達され、第７被嵌合部１６２を中心にして回動するようになっている。
【００８１】
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　第７逃げ部１６４は、第７被嵌合部１６２と第７装飾部１６１との間に位置するように
形成されている。この第７逃げ部１６４は、切欠き状に形成されており、第３装飾体５６
が隠れ位置に位置する時に、第７突出部１０７と干渉するのを防止することができるよう
に形成されている。
【００８２】
　第８装飾体６１は、第８装飾部１６６、第８被嵌合部１６７、第８伝達部１６８、第８
逃げ部１６９及び付勢部材固定部１７１を備えている。また、第８装飾体６１は、略Ｌ字
形状に形成されており、基端側の一端部に第８伝達部１６８が形成され、一端部から延び
て屈曲した先にある先端側の他端部に第８装飾部１６６が形成されている。第８装飾部１
６６は、表面側に所定の装飾を施しており、遊技者の興趣を大きく向上できるような絵柄
や形状が形成されている。例えば、本実施の形態では、第８装飾部１６６には、サイの形
状が形成されており、サイの絵柄等が施されている。なお、第８装飾体６１の形状や絵柄
は、これに限定されるものではなく、これら以外の形状や絵柄であってもよい。
【００８３】
　第８被嵌合部１６７は、第８装飾体６１を第１回転体５１の第８装飾体取付部７８に回
動可能に取り付けるためのものである。この第８被嵌合部１６７は、第８装飾体６１の表
面側からｙ方向に向けて突出形成されるとともに、その内部に、第１回転体５１の第８装
飾体取付部７８に形成された第８嵌合部１１０の外径よりも孔径が若干大径となるように
形成された第８嵌合孔１７０が貫通形成されている。第８装飾体６１は、第８嵌合孔１７
０が第８嵌合部１１０と嵌合することにより第１回転体５１に取り付けられ、さらにネジ
止め固定することによって、第１回転体５１から外れないように構成されている。
【００８４】
　第８伝達部１６８は、第８被嵌合部１６７の周囲に形成されている。この第８伝達部１
６８は、山部と溝部が交互に形成されたギヤ状に形成されており、第２移動体５３の第２
ギヤ部１１８と噛み合うことができるように形成されている。即ち、第８装飾体６１は、
第１回転体５１に取付固定されると、該第１回転体５１に取り付けられている第２移動体
５３の第２ギヤ部１１８と第８伝達部１６８とが噛み合うようになり、第２移動体５３が
回転移動すると、それに伴って第２ギヤ部１１８を介して第８伝達部１６８に回転駆動力
が伝達され、第８被嵌合部１６７を中心にして回動するようになっている。
【００８５】
　第８逃げ部１６９は、第８被嵌合部１６７と第８装飾部１６６との間に位置するように
形成されている。この第８逃げ部１６９は、切欠き状に形成されており、第３装飾体５６
が隠れ位置に位置する時に、第８突出部１１１と干渉するのを防止することができるよう
に形成されている。
【００８６】
　付勢部材固定部１７１は、第８逃げ部１６９に近接する位置において、図中のｘ方向に
延出するピン状に形成されている部分である。この付勢部材固定部１７１に第１付勢部材
６２の他端側の端部が取り付けられるように構成されている。
【００８７】
　また、第８装飾体６１には、この付勢部材固定部１７１の裏面側から当接部材１７２が
ネジ止めによって取り付けられている。この当接部材１７２が付勢部材固定部１７１の裏
面側から取り付けられることによって、第１付勢部材６２は、他端側の端部が外れること
なく、付勢部材固定部１７１に取り付けられるようになっている。
【００８８】
　当接部材１７２は、第８装飾体６１に対して２本のネジで取付固定されており、そのネ
ジ止めする箇所と対向する位置に移動ピン１７３が形成されている。この移動ピン１７３
は、第８装飾体６１の位置によって位置が異なるように配置されている。即ち、移動ピン
１７３は、第８装飾体６１が隠れ位置に位置している時よりも、第８装飾体６１が突出位
置に位置している時の方が、第１回転体５１の外周側、即ち、第１回転体５１の中心から
離れた位置に位置するように配置されている。具体的には、この移動ピン１７３は、第８
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装飾体６１が隠れ位置に位置している時は第１回転体５１の中心に近い内接位置に位置し
、第８装飾体６１が突出位置に位置している時は、第１回転体５１の中心から離れて該第
１回転体５１の外周縁に近い外接位置に位置するようになっている。言い換えれば、この
移動ピン１７３は、第８装飾体６１の移動に伴って、内接位置と外接位置との間を移動す
ることができるように構成されている。
【００８９】
　この移動ピン１７３は、当接部材１７２からｘ方向に突出形成するピン状に形成されて
おり、内接位置に位置している時に後述する回転駆動部３３のベース部材に形成されてい
る非接触部に接触すると、その接触に伴って内接位置から外接位置まで移動する。また、
この移動ピン１７３は、ベース部材に取り付けられている後述する戻し片１９５の戻し部
１９６に当接すると、外接位置から内接位置まで移動するように構成されている。
【００９０】
　第１付勢部材６２は、本実施の形態ではコイルばねを用いているが、これに限定される
ものではない。この第１付勢部材６２は、一端側の端部が第１回転体５１に形成されてい
る突出ピン６６にひっかけられ、他端側の端部が第８装飾体６１の付勢部材固定部１７１
に取付固定されている。そして、この第１付勢部材６２は、直接的には第８装飾体６１を
隠れ位置に位置するように付勢している。なお、上記した第１～第４装飾体５４～５７は
第１移動体５２の第１ギヤ部１１５と連結しており、第５～第８装飾体５８～６１は第２
移動体５３の第２ギヤ部１１８と連結している。また、第１移動体５２と第２移動体５３
は第１回転体５１とともにネジ止め固定されて一体化されている。したがって、第１付勢
部材６２は、直接的には第８装飾体６１が隠れ位置に位置するように第８装飾体６１に対
して付勢力を付与していることになるが、間接的には、第１ギヤ部１１５及び第２ギヤ部
１１８を介して、第１～第７装飾体６０に対しても、これら第１～第７装飾体６０が隠れ
位置に位置するように付勢力を付与している。
【００９１】
　次に、回転駆動部３３の構成について説明する。図５及び図８に示すように、回転駆動
部３３は、前カバー部材１８１と後カバー部材１８２に種々のギヤが配置され、さらに後
カバー部材１８２の裏面側から第１駆動モータ１８３及び第２駆動モータ１８４が取付固
定されている。
【００９２】
　前カバー部材１８１は、該前カバー部材１８１の基部に対して一段盛り上がるように形
成された第１段部１８５と、この第１段部１８５に対してさらに一段盛り上がるように形
成された第２段部１８６とが形成されている。第２段部１８６は、前カバー部材１８１の
略中央に位置し、該前カバー部材１８１を正面視した時に外形が円形状となるように形成
されている。また、第２段部１８６は、中心に、表示枠回転軸部４１が挿通可能な軸挿通
孔１８７が開口形成している。
【００９３】
　第１段部１８５は、場所によって第２段部１８６の外側面からの幅がそれぞれ異なるよ
うに形成されている。また、第１段部１８５には、第１移動部１８８と、係止部１８９と
が形成されている。即ち、この第１段部１８５は、第２段部１８６の外側面よりも大径で
略同じ形状となるように形成されている箇所の幅Ｈ１に対して、係止部１８９が形成され
ている箇所の幅Ｈ２が小さく、また第１移動部１８８が形成されている箇所の幅Ｈ３が大
きくなるように形成されている。また、係止部１８９に形成された爪部１９０での幅Ｈ４
は、上記したいずれの幅よりも大きくなるように形成されている。即ち、これらの幅Ｈ１
～Ｈ４の関係は、Ｈ４＞Ｈ３＞Ｈ１＞Ｈ２となるように形成されている。
【００９４】
　図９に示すように、これら第１段部１８５の形状は、係止部１８９を始点とし、爪部１
９０を終点とすると、幅がＨ２から連続的にＨ３となるように増加して第１移動部１８８
に到達する。そして、第１移動部１８８を越えると、幅はＨ３から連続的にＨ１となり、
第２段部１８６の外側面と略同じ形状となるように形成されている箇所では、幅は連続的
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にＨ１となるように形成されている。そして、爪部１９０に近接する地点から、幅はＨ１
からＨ４となるように形成されている。なお、爪部１９０から係止部１８９に至る箇所に
おいては、径方向内側に向けて幅がＨ４からＨ２となるように形成されており、この部分
で、内接位置に位置する移動ピン１７３が受け止められるようになっている。
【００９５】
　この前カバー部材１８１には、戻し部１９６が形成されている。この戻し部１９６は、
前カバー部材１８１の基部に形成された戻し片取付部１９２に対して、前カバー部材１８
１とは別部材として形成された戻し片１９５がネジ止め等によって取付固定されている。
戻し片取付部１９２は、基部から前方に向けて突出する嵌合ピン１９３と、この嵌合ピン
１９３と近接する位置にピン挿通用孔１９４が開口形成されている。
【００９６】
　戻し片１９５は、戻し部１９６を有する本体１９７と、この本体１９７に対して裏面側
に突出する被付勢用ピン１９８と、被嵌合用孔１９９とが形成されている。被付勢用ピン
１９８は、戻し片１９５が前カバー部材１８１に取付固定された時に、ピン挿通用孔１９
４を挿通して、前カバー部材１８１の裏面側に先端が位置するように配置されるためのも
のである。また、被嵌合用孔１９９は、嵌合ピン１９３と嵌合するように形成されており
、この嵌合ピン１９３を中心として回動するようになっている。
【００９７】
　また、前カバー部材１８１には、戻し片１９５が取り付けられる箇所の裏面側に第２付
勢部材２０１と、この第２付勢部材２０１をカバーする第２付勢部材カバー部２０２が取
付固定されている。第２付勢部材２０１は、一端が被付勢用ピン１９８と当接し、他端が
第２付勢部材カバー部２０２に当接するように形成されており、戻し片１９５に対して付
勢力を付与するように構成されている。
【００９８】
　このように、付勢力を付与された戻し片１９５は、一端が第１段部１８５の爪部１９０
と近接する近接位置に位置するようになり、所定の力を加えられた場合にのみ、爪部１９
０と離間する離間位置に位置するようになっている。
【００９９】
　第２付勢部材カバー部２０２は、前カバー部材１８１の裏面側にネジ止め等によって取
付固定されている。この第２付勢部材カバー部２０２は、前カバー部材１８１の裏面側に
おいて図中ｘ方向に向けて突出形成された第２付勢部材固定ピン２０３の先端と嵌合する
固定ピン嵌合孔２０４と、戻し片１９５に形成されている被付勢用ピン１９８の先端が挿
通されている被付勢用ピン挿通孔２０５と、第２付勢部材２０１の他端と当接するように
形成されている第２付勢部材当接部２０６とが形成されている。なお、この第２付勢部材
カバー部２０２は、第２付勢部材２０１の他端と当接し、かつこの第２付勢部材２０１が
第２付勢部材固定ピン２０３において固定された状態を維持することができればよい。
【０１００】
　前カバー部材１８１の軸挿通孔１８７には、第２移動体５３の筒状部１１９及び表示基
部３７の表示枠回転軸部４１が挿通される。そして、筒状部１１９の先端には、第１従動
ギヤ２１１がネジ止め等により取付固定され、表示枠回転軸部４１の先端には、第２従動
ギヤ２１２がネジ止め等により取付固定される。この第１従動ギヤ２１１は、後述する第
１駆動ギヤ２２１と噛み合うように形成された第１歯部２１３が形成されるとともに、図
示しないセンサ部材により回転位置を検出するために用いられる第１検出片２１４が形成
されている。また、この第１従動ギヤ２１１は、中心に、表示枠回転軸部４１が挿通可能
な大きさに形成された挿通孔部２１５が開口形成されている。さらに、この第１従動ギヤ
２１１には、筒状部１１９の先端にネジ止め固定するためのネジ固定孔２１６が形成され
ている。
【０１０１】
　第２移動体５３の筒状部１１９は、前カバー部材１８１に挿通されると、該前カバー部
材１８１の裏面側に突出する突出高さが表示枠回転軸部４１の突出高さよりも低くなる。
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そのため、第１従動ギヤ２１１を筒状部１１９の先端に取付固定する時は、第１従動ギヤ
２１１の軸挿通部に表示枠回転軸部４１を挿通させておき、その状態で筒状部１１９にネ
ジ止め等により取付固定するようになっている。
【０１０２】
　第２従動ギヤ２１２は、後述する第２駆動ギヤ２２３と噛み合うように形成された第２
歯部２１７が形成されるとともに、図示しないセンサ部材により回転位置を検出するため
に用いられる第２検出片２１８が形成されている。また、この第２従動ギヤ２１２は、中
心に、ネジ止め等により表示枠回転軸部４１に取付固定するための固定孔２１９が３ヶ所
に開口形成されている。第２従動ギヤ２１２は、この固定孔２１９にネジを通して表示枠
回転軸部４１に取付固定することにより、固定される。
【０１０３】
　即ち、第１従動ギヤ２１１及び第２従動ギヤ２１２は、第１従動ギヤ２１１を筒状部１
１９に取付固定し、第２従動ギヤ２１２を表示枠回転軸部４１に取付固定すると、これら
第１従動ギヤ２１１及び第２従動ギヤ２１２が前後方向に直線的に配置される。このとき
、第１従動ギヤ２１１は、第２従動ギヤ２１２よりも前方に位置するように配置されてい
る。
【０１０４】
　裏カバー部材２２０は、前カバー部材１８１の裏面側に取付固定することができるよう
に形成されている。この裏カバー部材２２０には、該裏カバー部材２２０の裏面側から、
第１駆動モータ１８３及び第２駆動モータ１８４がネジ止め等により取付固定されている
。また、裏カバー部材２２０には、該裏カバー部材２２０の表面側から第１駆動ギヤ２２
１、第１伝達ギヤ２２２、第２駆動ギヤ２２３及び第２伝達ギヤ２２４が取付固定されて
いる。
【０１０５】
　第１駆動モータ１８３は、回転演出部３２における第１回転体５１を回転駆動するため
の駆動力を付与するためのものである。また、第２駆動モータ１８４は、表示部３１を回
転駆動するための駆動力を付与するためのものである。これら第１駆動モータ１８３及び
第２駆動モータ１８４は、従来から公知のものを任意に選択して用いてよく、これら第１
駆動モータ１８３及び第２駆動モータ１８４の大きさ及び形状等は、任意に決定してよい
。
【０１０６】
　第１駆動ギヤ２２１は、第１駆動モータ１８３の図示しない第１駆動軸に取り付けられ
ており、第１伝達ギヤ２２２と噛み合うことによって第１駆動軸の駆動力を第１伝達ギヤ
２２２に伝達することができるように形成されている。また、第１伝達ギヤ２２２は、第
１駆動ギヤ２２１及び第１従動ギヤ２１１と噛み合うように配置されている。この第１伝
達ギヤ２２２は、第１駆動ギヤ２２１から受けた駆動力を第１従動ギヤ２１１に伝達する
ためのものである。
【０１０７】
　第２駆動ギヤ２２３は、第２駆動モータ１８４の図示しない第２駆動軸に取り付けられ
ており、第２伝達ギヤ２２４と噛み合うことによって第２駆動軸の駆動力を第２伝達ギヤ
２２４に伝達することができるように形成されている。また、第２伝達ギヤ２２４は、第
２駆動ギヤ２２３及び第２柔道着やと噛み合うように配置されている。この第２伝達ギヤ
２２４は、第２駆動ギヤ２２３から受けた駆動力を第２従動ギヤ２１２に伝達するための
ものである。
【０１０８】
　なお、これら第１駆動ギヤ２２１、第１伝達ギヤ２２２、第２駆動ギヤ２２３及び第２
伝達ギヤ２２４は、第１駆動モータ１８３又は第２駆動モータ１８４の駆動力を伝達する
ことができればよく、その形状は限定されるものではない。またこれらは、従来から公知
のものを任意に選択して用いてもよい。
【０１０９】
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　次に、本実施の形態に係る遊技機１の作用効果について説明する。本実施の形態では、
演出装置２１の動作を図９～図１３に基いて説明する。なお、図９～図１３においては、
演出装置２１を構成する表示部３１及び回転駆動部３３の表記は省略し、回転演出部３２
における各部の動作を説明する。
【０１１０】
　図９に示すように、本実施の形態に係る回転演出部は、通常は第１～第８装飾体５４～
６１が隠れ位置に位置している。この時、図９に示すように、移動ピン１７３の位置は、
係止部１８９に位置しており、該係止部１８９において係止された状態になっている。な
お、移動ピン１７３が係止部１８９に位置しているこの位置は、上記した内接位置となる
。また、戻し片１９５は、第２付勢部材２０１により付勢されており、近接位置に位置し
ている。
【０１１１】
　次に、遊技機１において、遊技が進行すると、例えば遊技球が始動入賞装置の始動入賞
口に入賞して大当り抽選が開始され、その演出として、３つの「７」のうちの２つが表示
され、残りの１つの図柄が「７」となって、「７７７」と言うように図柄が揃うか否かを
演出する時に、図２に示すように、演出装置２１が遊技領域１２の隠れた位置から遊技者
が視認しやすい位置まで下降する。そして、その時に、第１駆動モータ１８３の回転駆動
が開始する。
【０１１２】
　第１駆動モータ１８３の回転駆動が開始すると、第１駆動ギヤ２２１、第１伝達ギヤ２
２２及び第１従動ギヤ２１１を介して、回転駆動力が第２移動体５３に伝達される。第２
移動体５３は、第１回転体５１を挟むように第１移動体５２とネジ止め固定されているの
で、第２移動体５３に回転駆動力が伝達されると、これら第１回転体５１、第１移動体５
２及び第２移動体５３は、共に第１方向へ回転を開始する。なお、ここでの第１方向は、
図９中のＡ方向を示す。即ち、Ａ方向は、係止部１８９に位置する移動ピン１７３が係止
部１８９から離れる方向を意味する。
【０１１３】
　図１０に示すように、第１回転体５１、第１移動体５２及び第２移動体５３が共に回転
を開始すると、移動ピン１７３もその回転に伴って、係止部１８９から離れるＡ方向への
回転移動を開始する。移動ピン１７３は、Ａ方向から回転移動を開始すると、係止部１８
９から離れるにつれて径方向外方に向けて位置するように連続的に形成されている第１段
部１８５の側面に接触し、当接する。
【０１１４】
　第１回転体５１、第１移動体５２及び第２移動体５３は、第１駆動モータ１８３の回転
駆動力の伝達を受けて、移動ピン１７３が第１段部１８５の側面と当接した後もＡ方向に
回転する。この時、移動ピン１７３は、第１回転体５１、第１移動体５２及び第２移動体
５３と共に回転駆動するに伴い、第１段部１８５の側面に押されて、径方向外方に向けて
の力も受けるようになる。
【０１１５】
　このように、移動ピン１７３には、径方向外方に向けての力を受けると、その力が第１
回転体５１、第１移動体５２及び第２移動体５３と共に回転移動する際の抵抗力となって
作用する。そして、移動ピン１７３は、第１段部１８５の側面と当接することにより径方
向外方に向く力を受ける。この時、移動ピン１７３は、第８装飾体６１に取り付けられて
いるため、移動ピン１７３に対して径方向外方に向けて作用している力は、第８装飾体６
１にも作用する。この力を受けた第８装飾体６１は、第８被伝達部１６７を回動軸として
、回動を開始する。
【０１１６】
　そして、第８装飾体６１が回動を開始すると、第８装飾体第８伝達部１６８と噛み合っ
ている第２移動体の第２ギヤ部１１８に駆動回転力が伝達される。その時、第２移動体５
３は第１移動体５２と接続されており、これら第１移動体５２及び第２移動体５３は、第
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１回転体５１の４つの長孔６５を通って接続されている。そのため、第１移動体５２及び
第２移動体５３は、第１回転体５１に対して相対的に回転運動を開始する。
【０１１７】
　図１１に示すように、第１回転体５１に対して相対的に第１移動体５２及び第２移動体
５３が回転を開始すると、これら第１移動体５２の第１ギヤ部１１５及び第２移動体５３
の第２ギヤ部１１８を介して連結している第１～第７装飾体５４～６０も一斉に隠れ位置
から突出位置まで移動する。即ち、移動ピン１７３が径方向外方に向けて力を受けると、
第１～第８装飾体５４～６１が一斉に隠れ位置から突出位置まで移動することになる。こ
の時、第１付勢部材６２は、長さがＬ１からＬ２になり、移動ピン１１７の位置は、内接
位置から外接位置まで移動する。
【０１１８】
　図１２に示すように第１回転体５１、第１移動体５２及び第２移動体５３は、移動ピン
１１７が外接位置に位置すると、第１～第８装飾体５４～６１を突出位置に位置させたま
まＡ方向に回転移動する。そして、これら第１回転体５１、第１移動体５２及び第２移動
体５３が回転移動すると、爪部１９０の近傍に差し掛かり、この爪部の近傍において、近
接位置に位置している戻し片１９５に当接する。
【０１１９】
　第１回転体５１、第１移動体５２及び第２移動体５３は、戻し片１９５に移動ピン１１
７が接触する位置まで回転移動する。そして、戻し片１９５は、移動ピン１１７が接触す
ると、さらに回転移動する移動ピン１１７により力が加わり、その力の大きさが第２付勢
部材２０１による付勢力よりも大きくなると、近接位置から離隔位置に向けて移動する。
つまり、移動ピン１１７は、第１回転体５１、第１移動体５２及び第２移動体１９５の移
動に伴って戻し片１９５を近接位置から離隔位置まで押し避けるように移動させで、Ａ方
向への回転移動を継続して行う。
【０１２０】
　このようにして、演出装置２１は、第１～第８装飾体５４～６１を突出位置に位置させ
ながら、演出が終了するまで回転移動を継続して行う。
【０１２１】
　次に、遊技機１において、演出装置２１を用いた演出が終了した時の動作について説明
する。図１３に示すように、演出が終了すると、第１駆動モータ１８３は演出が開始され
た時とは反対方向への回転駆動を開始する。第１駆動モータ１８３の回転駆動が開始する
と、第１駆動ギヤ２２１、第１伝達ギヤ２２２及び第１従動ギヤ２１１を介して、回転駆
動力が第２移動体５３に伝達される。第２移動体５３は、上記した通り、第１回転体５１
を挟むように第１移動体５２とネジ止め固定されているので、第２移動体５３に回転駆動
力が伝達されると、これら第１回転体５１、第１移動体５２及び第２移動体５３は、共に
第２方向へ回転を開始する。なお、ここでの第２方向は、図のＢ方向を示す。即ち、Ｂ方
向は、係止部１８９に位置する移動ピン１７３が係止部１８９に近づく方向を意味する。
【０１２２】
　第１回転体５１、第１移動体５２及び第２移動体５３が共にＢ方向への回転を開始する
と、移動ピン１７３もその回転に伴って、係止部１８９に近づくＢ方向への回転移動を開
始する。移動ピン１７３は、Ｂ方向への回転移動を開始すると、図１３に示すように戻し
片１９５の戻し部１９６に当接する。
【０１２３】
　第１回転体５１、第１移動体５２及び第２移動体５３は、第１駆動モータの回転駆動力
の伝達を受けて、移動ピン１７３が戻し部１９６に当接した後も、Ｂ方向に回転する。こ
の時、移動ピン１７３は、第１回転体５１、第１移動体５２及び第２移動体５３と共に回
転駆動するに伴い、戻し部１９６に相対的に押されて、径方向内方に向けての力も受ける
ようになる。
【０１２４】
　このように、移動ピン１７３には、径方向内方に向けての力を受けると、その力が第１
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回転体５１、第１移動体５２及び第２移動体５３と共に回転移動する際の抵抗力となって
作用する。そして、移動ピン１７３は、戻し部１９６と当接することにより、さらに径方
向内方に向く力を受ける。この時、移動ピン１７３は、第８装飾体６１に取り付けられて
いるため、移動ピン１７３に対して径方向内方に向けて作用している力は、第８装飾体６
１にも作用する。この力を受けた第８装飾体６１は、第８被伝達部１６７を回動軸として
回動を開始する。
【０１２５】
　そして、第８装飾体６１が回動を開始すると、第８装飾体６１の大８伝達部１６８と噛
み合っている第２移動体５３の第２ギヤ部１１８に回転駆動力が伝達される。その時、第
２移動体５３は第１移動体５２と接続されており、これら第１移動体５２及び第２移動体
５３は、第１回転体５１に対して相対的に回転運動を開始する。
【０１２６】
　第１回転体５１に対して相対的に第１移動体５２及び第２移動体５３が回転を開始する
と、これら第１移動体５２の第１ギヤ部１１５及び第２移動体５３の第２ギヤ部１１８を
介して連結している第１～第７装飾体５４～６０も一斉に突出位置から隠れ位置まで移動
する。即ち、移動ピン１７３が径方向内方に向けて力を受けると、第１～第８装飾体５４
～６１が一斉に突出位置から隠れ位置まで移動することになる。
【０１２７】
　また、この時は、移動ピン１７３が外接位置から内接位置に移動する。そしてこの移動
ピン１７３は、係止部１８９まで移動して停止する。
【０１２８】
　このように、本発明に係る遊技機における演出装置２１は、遊技の進行に応じて回転演
出部３２が上記の通りに動作するので、遊技者の興趣を大きく向上させることができる。
また、本実施の形態に係る演出装置２１は、上記した回転演出部３２での動作による演出
効果に加えて、表示部３１において映像等を遊技者に見せることによる演出、さらには、
この表示部３１が回転することによる意外性を持った演出などを組み合わせることができ
る。したがって、本発明に係る遊技機によれば、遊技者の興趣をさらに大きく向上させる
ことができ、より遊技機の稼働率を上げることができたり、遊技者をより遊技に熱中させ
て遊技を行わせることが可能になる。
【０１２９】
　以上、本発明に係る遊技機について詳細に説明したが、本明細書に記載した遊技機の構
成及び作用効果は、本発明に係る遊技機に関する一つの例を示したに過ぎず、これに限定
されるものではない。また、本明細書では、遊技機の一つの例として、パチンコ遊技機に
本発明を適用した例を用いて説明したが、本発明は、パチンコ遊技機以外の遊技機に適用
してもよい。さらには、本発明は、本発明の趣旨を逸脱しない範囲において、適宜変更し
てもよい。
【符号の説明】
【０１３０】
　１　遊技機
　１１　遊技盤
　１４　遊技領域
　１５　普通入賞装置
　１６　始動入賞装置
　１７　大入賞装置
　２１　演出装置
　２２　第１のアーム部材
　２３　第２のアーム部材
　２４　第１のサブ表示装置
　２５　第２のサブ表示装置
　５１　第１回転体
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　５２　第１移動体
　５３　第２移動体
　５４　第１装飾体
　５５　第２装飾体
　５６　第３装飾体
　５７　第４装飾体
　５８　第５装飾体
　５９　第６装飾体
　６０　第７装飾体
　６１　第８装飾体
　６２　第１付勢部材
　７１　第１装飾体取付部
　７２　第２装飾体取付部
　７３　第３装飾体取付部
　７４　第４装飾体取付部
　７５　第５装飾体取付部
　７６　第６装飾体取付部
　７７　第７装飾体取付部
　７８　第８装飾体取付部
　１７３　移動ピン
　１８１　前カバー部材
　１８２　後カバー部材
　１８３　第１駆動モータ
　１８４　第２駆動モータ
　１８９　係止部
　１９０　爪部
　１９５　戻し片
　１９６　戻し部
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